海外での展示なので大きなものは運べず、飛行機で預けられる大きさに折りたためるテントを自作して持ち込んだ。
天井の高さが分からなかったので、調整できるようにした。 

テントは、撮影用アンブレラとライトスタンドの組み立て式。
生活空間から区切りをつけるため、白い布で囲んだ。
その中におさめた骨花「カーネーション」とその写真。
写真は等身大。
初日は床に直置きし、2日目から机を使ったが、直置きの方がよかったか・・・ 

ホテルフェアだったので、花瓶さしに。
海外の人に骨花のプロセスをより伝えやすくするために、フォトパネルで動画を流してみた。
台湾、すごくよかったので機会があればまた展示したい。


初めて「骨花」を発表。
作品がたくさん並ぶ雑多的な会場なので、空間を区切りるため、外からはなにがあるか見えない展示にした。
ブースをベニヤ板で囲んで、そっけなく、仮設風に。 

ベニヤの入り口を入ると、奥に隠れるように、コの字で区切られた白壁のスペース。
壁は漆喰風に仕上げた。

最初に目に入るのは、壁にかかる写真。
目線を下にやると・・・ 

足元にある。
壁を見てて足元に気づかない人もいて、何度か踏まれそうになった。

床に直置き。
会場に行くまで、床の材質も色も分からなかったから、展示の案をいくつか準備していた。
骨花が映えるグレーのカーペットだったので、床置き案にした。

7輪のツツジ。
その横に、冷凍ネズミの写真。 

課題もたくさん見つかり、他の出展者との交流もすごくはげみになった。
いい機会をもらえたタグボートには感謝。
因在海外展示無法運送太大的東西，所以我帶來了自己做的可在飛機寄運的可摺疊篷幔。

因為不知道天花板的高度，所以採用的是可調整式的。

篷幔是由攝影用傘及立燈所組合而成的。

為了與生活空間做出區分，我用白色的布將它圍起。

裏面放置的是骨花「康乃馨」及其照片。

照片為實物大小。

第一天直接放在地上。雖在第二天開始使用桌子，但還是直接放在地上比較好….

因在飯店展出，所以插在花瓶裏擺設。

為了能更輕易的讓海外的人們了解骨花的製造過程，我使用了數位相框做成動畫來展示。

本次在台灣展出的經驗相當好，所以若還有機會的話還想再來台展出。

第一次發表「骨花」。

但因本次會場有眾多的作品展出，為了區隔出空間，我採用從外面看不見裡面作品的展出型式。

展出空間用三合板圍起、做出冷酷、臨時搭建的感覺。

從三合板的入口進入後，可以看到像被藏在裏面似的、用「ㄇ」字型隔出的白色牆壁的空間。

牆壁使用漆喰風粉刷。
最初進入視線的是，掛在牆上的照片。

往下看的話....

骨花就在腳邊。

但也有一直看著牆壁而沒注意腳邊的人，有好幾次都幾乎要被踩到。

直接放在地板上。

到會場之前都不知道地板的材質及顏色，所以我準備了好幾項展示的方法。

但因本次是可襯托出骨花的灰色地毯，所以決定採用直接放在地上的方法。

7朵的杜鵑花。

旁邊是、冷凍老鼠的照片。

本次我發現了很多的題材，與其他的展出者的交流也成為我很大的激勵。

得到這麼好的機會，非常感謝TAGBOAT。
